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立命館大学は、8 月 22 日（木）・23 日（金）に東京ビッサイトで開催される、JST（国立研究開発

法人科学技術振興機構）が主催する国内最大規模の産学マッチングイベント「大学見本市 2024～

イノベーション・ジャパン」に、本学の先端研究に取り組む６名の研究者が出展いたします。 

 

国内最大規模の産学連携マッチングイベントであるイノベーション・ジャパンは、大学の技術シー

ズと産業界の技術ニーズを結びつける場として位置づけられています。全国の大学や公的研究機

関から創出された研究成果を社会に還元し、技術移転を促進することを目的としています。また、

実用化に向けた産学連携のマッチング支援も実施されます。 

 

本学では、1994 年のびわこ・くさつキャンパスの開設を契機に、産学官連携推進体制の整備を

進め、その活動に積極的に取り組んできました。大学の「知」や「技」を社会に還元することで、地域

社会への貢献を果たし、教育・研究の高度化を促進しています。今回のイノベーション・ジャパンで

は、本学の先端研究に取り組んでいる 6 名の研究者が出展します。研究者らの研究成果は、未来

の産業界をリードする革新的な技術の源泉となるものであり、今後の活躍が期待されています。 

 

記 

 

日時 ： 2024 年 8 月 22 日（木）10:00～17:00、8 月 23 日（金）10:00～17:00 

場所 ： 東京ビッグサイト 南展示棟 南１ホール（東京都江東区有明 3-11-1） 

入場 ： 来場事前登録制（無料） 

主催 ： JST（国立研究開発法人科学技術振興機構） 

ホームページ ：https://innovationjapan.jst.go.jp/ 

※本学研究者・展示テーマは別紙をご参照ください。 
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立命館注目の先端研究を出展 

「大学見本市 2024～イノベーション・ジャパン」 

VR 空間での触覚提示デバイスや 

微弱電気刺激による味覚向上装置など新技術を紹介 

日程：2024 年 8 月 22 日（木）・23 日（金） 

場所：東京ビックサイト 南展示棟 南１ホール 

 



別紙 

■研究者・展示タイトル一覧 

 

坊野 慎治（総合科学技術研究機構・准教授） 液体⾦属液滴シャトルが拓く！複数信号スイッチング 

https://innovationjapan.jst.go.jp/exhibitor/I-003/ 

 

山根 ⼤輔（理工学部・准教授） 環境発電等に期待！MEMS−エレクトレット集積化技術 

https://innovationjapan.jst.go.jp/exhibitor/C-048/ 

 

田 陽（理工学部・助教） AIを用いた低コスト⼩型三次元建築物計測システム 

https://innovationjapan.jst.go.jp/exhibitor/S-005/ 

 

坂上 友介（立命館グローバル・イノベーション研究

機構・研究教員(助教)） 

「薄い味」でも満⾜！微弱電気刺激による味覚向上装置 

https://innovationjapan.jst.go.jp/exhibitor/H-073/ 

 

松村 耕平（情報理工学部・准教授） 絵文字😁で測るヒトの気持ち：だれもが続けられる調査法 

https://innovationjapan.jst.go.jp/exhibitor/I-036/ 

 

木村 朝子（情報理工学部・教授） 仮想物体への接触感を提示する先端伸縮型デバイス 

https://innovationjapan.jst.go.jp/exhibitor/I-019/ 

 

 

■出展研究者ショートプレゼンテーション スケジュール 

 

山根 ⼤輔（理工学部・准教授） 8 月 22 日（木）13 時 52 分～13 時 57 分 プレゼン会場Ａ 

「環境発電等に期待！MEMS−エレクトレット集積化技術」 

 

坊野 慎治（総合科学技術研究機構・准教授） 8 月 22 日（木）15 時 52 分～15 時 57 分 プレゼン会場Ａ 

「液体⾦属液滴シャトルが拓く！複数信号スイッチング」 

 

田 陽（理工学部・助教） 8 月 22 日（木）15 時 12 分～15 時 17 分 プレゼン会場 B 

「AI を⽤いた低コスト⼩型三次元建築物計測システム」 

 

松村 耕平（情報理工学部・准教授） 8 月 23 日（金）11 時 16 分～11 時 21 分 プレゼン会場 B 

「絵⽂字😁で測るヒトの気持ち：だれもが続けられる調査法」 

 

坂上 友介（立命館グローバル・イノベーション研究

機構・研究教員(助教)） 

8 月 23 日（金）14 時 32 分～14 時 37 分 プレゼン会場 B 

「「薄い味」でも満⾜！微弱電気刺激による味覚向上装置」 

 

全体プログラム：https://innovationjapan.jst.go.jp/seminar/ 
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